

























他2017）。 3 つ目は、大学が担うべき役割を明確にするためである。特に短期大学が 4 年制大
学へと移行するにあたって、大学が求められる個性や役割を明らかにすることを目的として行
われている（青木他2004，舟根他2008）。以上の 3つが、看護系大学において実施される卒業生調








その目的は、先述した 3つの卒業生調査の目的のうち、 1つ目と 2つ目を踏襲し、教育改善と
卒後支援の在り方を検討するためとした。
















は、 1期生14名、 2期生17名、 3期生22名、 4期生17名、 5期生13名、 6期生12名、 7期生18
名、 8期生20名、 9期生25名、10期生15名となっており、各年次とも10名以上が回答している
ことがわかる。最終学位は学士158名、修士 6名、不明10名であり、何らかの専門資格を取得















次いで東海 8 名（ 5 ％）、関東 7 名（ 4 ％）、北陸 3 名（ 2 ％）、中国 1 名（ 1 ％）、四国 1 名（ 1 ％）と
なっている。
　現在の仕事の満足度については、大変満足11名（ 6 ％）、満足60名（35％）、どちらかといえば




つの規準について、 6段階（ 6点：常にできる、 5点：できることが多い、 4点：どちらかといえばで













　図 1の通り、全ての項目において 9割以上の卒業生は肯定的回答を示した。中でも、規準 2






































































































































































































































































































































問１．あなたの本学卒業年を記入してください。      年卒（参考：1期生…2009 年卒） 
問２．あなたの性別について、該当するほうに〇をつけてください。（ ①男 ・ ②女 ） 
問３．あなたの最終学歴について、該当するものに〇をつけてください。（①学士・②修士・③博士） 
問４．看護に関連してあなたが現在所持している資格があれば、〇をつけてください。（複数回答可） 
①専門看護師（分野：         ） ②認定看護師（分野：         ）  




（ ①看護師  ②保健師  ③助産師  ④看護教員  ⑤養護教諭  ⑥進学   
⑦就業なし  ⑧その他：          ） 
問６．あなたの 2019 年 1 月 1 日現在の就業職種について、該当するものに〇をつけてください。 
（ ①看護師  ②保健師  ③助産師  ④看護教員  ⑤養護教諭  ⑥進学 





問７．あなたの 2019 年 1 月 1 日現在の勤務先について、該当するものに〇をつけてください。 
（ ①病院  ②医院・診療所  ③保健センター  ④保健所  ⑤看護系教育機関 
  ⑥学校保健室 ⑦企業保健室 ⑧訪問看護ステーション ⑨高齢者施設 
⑩地域包括支援センター又は在宅介護支援センター ⑪その他：             ） 
問８．現在の職場における勤続年数は、何年目になりますか。        年目 
 
問９．あなたの現在の勤務地域について、該当するものに〇をつけてください。 
（ ①北海道 ②東北 ③関東 ④北陸 ⑤東海 ⑥近畿 ⑦中国 ⑧四国 ⑨九州・沖縄 ⑩海外 ） 
 
問１０．現在の仕事の満足度について、該当するものに〇をつけてください。 







⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
（２）【倫理・道徳的態度】対象者の権利や尊厳、信条を理解し、擁
護に必要な行動をとることができる。また、守秘義務を遵守できる。






















授業は集中して受講していた ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
授業時間外で自主的に学習していた ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
演習や実習では積極的に行動していた ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
教員に積極的に質問したり、相談した ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
仲間と積極的に交流した ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①




授業はわかりやすく、身になるものが多かった ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
信頼できる教職員が多かった ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
大学で学んだことは、社会に出て役に立った ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
京都橘大学看護学部を卒業できたことを、誇りに思う ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①




教育カリキュラムや教育内容の充実 ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
教育方法や教授法の改善 ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
臨床・臨地との協力 ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
図書館の充実 ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
卒後の支援（具体的支援内容：              ） ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
研究機関としての発展 ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
地域貢献 ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
大学からの情報発信（ほしい情報：             ） ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①












⑤その他（                  ） 
 
問１６.継続教育受講の意思について、当てはまるものを選んでください（複数回答可） 












                   ＠ 
 
設問は以上になります。 
ご協力くださり、誠にありがとうございました。 
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